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１
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☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。



２ 月のこんなことあんなこと

隠隠

令和３年 第３１回村民スキー大会（２月１３日）

　初山別村スキー場にて、

初山別スキー連盟主催の村

民スキー大会が開催されま

した。

　保育所園児から大人まで

２１名が参加し、アルペン競

技を実施しました。

　また、保護者の方も参加

した雪中ゲームも行われ、

冬季スポーツを楽しんでい

ました。

新１年生一日入学
　４月から小学生となる保育所園

児（５名）が初山別小学校に一日入

学しました。すこし緊張した表情

を浮かべていた園児たちでしたが、

先生から名前を呼ばれると、元気

に返事をすることができました。

　また、現１年生の先輩たちに教

わりながら、「さらすびー」を作り、

体育館で飛ばして遊びました。

（２月１７日）

ふじみ保育所 豆まき会
　ふじみ保育所にて、豆まき会が

開催されました。先生から節分の

お話やパネルシアターが披露され

た後、赤色と青色の２体の鬼が登

場しました。先生にしがみつき泣

き出してしまう園児もいましたが、

鬼から逃げながらも豆を

投げつける園児たちに

よって、見事鬼を退治し

ました。（２月２日）
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さしすせ「そ」

池本凌太郎
任期：１年目
担当地区：初山別

冬の北海道

荻原　光央
任期：１年目
担当地区：豊岬

「しょさまる号」運行実績報告！

丑谷　哲也
任期：２年目
担当地区：有明

最後の一年

高塚　　望
任期：２年目
担当地区：豊岬

　もう雪は降らないで～（と願います！）、悲しいことに２月の広

報誌配布時に第二栄で袖ケ浦ナンバーのミライース（ＦＦの丑谷私

有車）がハマリまして…救出にお手を貸していただいた方々に大

変感謝しております。（札幌ナンバーの通りがかりのトラックの

運転手さん本当にありがとう！）と、そんなことがございました

が、引き続き車両運行に従事する者としては、この教訓事項を生

かし更なる安全運転に努めていきたいとふんどしを締めなおした

ところです。で、「しょさまる号」運行実績について報告します！

１０月５日から１月３１日の約４ヶ月間、９ ９件、延べ１６５名のご利用

をいただきました。こちらも感謝！感謝！です。４月からのしょ

さまる号運行再開の折には、またご利用ください。実証運行期間

にご利用いただけなかった方々も是非！

　こんにちは。高塚です。あと少しで初山別村に来てから２年が経とうとしています。長い

ようで短かったような、でも長かった２年でした。大学生だった頃がはるか前に感じます。

一人の人間として、ましてや一人の社会人としてまだまだ未熟な自分ですが、ここで得られ

たものは生涯活きてくると思います。まだあと１年はありますが、この１年の計画・目標が

なんとなく定まったので、あとは気張りすぎず頑張りたいです。

　あと最後に一つくらいはイベントができたらなと思っています。その時は何卒よろしくお

願いします。高塚でした。

　１３００年もの長い間、日本人の食生活を支えてきた味噌。先月のはじめ、加工センターにて

立花京子先生の３日間にわたるご指導のもと、一から味噌を仕込みました。主原料の大豆は

初山別産のものを使わせていただきました。工程毎に細かなポイントがあり、とても繊細な

作業で最終日ともなるとぐったり、、でした。発酵・熟成が進み食卓に並ぶのは半年先のこと

でしょうか。文字通り手塩にかけた味噌、楽しみです。

　また、大豆といえば、節分が２月２日に行われたのは実に１２４年ぶりだとニュースになりま

したね。マメ（＝魔を滅する）の力を借りて春を健やかに迎えたいものです。まだまだ寒い

日が続いておりますが、皆様お健やかな日々をお過ごしくださいますよう。

３月のアルバム：陽水Ⅱ センチメンタル／井上陽水

　北海道の農家さんは『夏場によく働き、冬場はゆっくりと過ごす』と、勝手なイメージを

持っていました。そのため冬場はゆっくり過ごせるのかと思っていましたが、冬は冬でやる

ことが山のようにあり、プラスαで雪かきがあり…目がまわるような日々です。皆様は冬は

どのように過ごされていますか。改めて北海道で暮らす皆様の逞しさ、マメさを実感します。

そしてなにより吹雪が本当に凄いです。

　初山別の猛吹雪に育てていただいているような思いで、数年後には私も皆様のように逞し

く、マメな人に成長できていればと思います。

隣にいてくれる日常と非日常

桑原努力志
任期：２年目
担当地区：初山別

　先日東北でまた大きな地震がありました。今回は津波もなく、

ライフラインの復旧も早かったらしいので、さほど目立った被害

はないように感じてしまいます。友人に安否確認をしていると

「東日本の時よりは全然まし！！」という言葉を多く聞きます。

もちろん、あの時の悲惨な状況を考えれば、今回の震災は大した

ことが無いように思えてしまいますが、それでも大なり小なり被

害は出ているわけですから、安易に「〇〇よりはまし」という考

え方はしない方がいいなと思いました。現場からは以上です。



吋

生
活
習
慣
を
整
え
て
 

免
疫
力
を
高
め
よ
う

　
免
疫
と
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
病
原
体
か
ら
体
を
守
る
仕
組
み

の
こ
と
で
す
。
そ
の
働
き
の
強
さ
の

こ
と
を
「
免
疫
力
」
と
呼
び
ま
す
。
免

疫
力
が
下
が
る
と
、
体
の
バ
リ
ア
機

能
が
低
下
し
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
く

な
り
、
感
染
症
な
ど
は
重
症
化
に
繋

が
り
ま
す
。
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
予
防
し
、

健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
重
要

で
す
。

◎
免
疫
に
は
２
種
類
あ
り
ま
す

・
自
然
免
疫
～
先
天
的
に
備
わ
っ
た

免
疫
機
能
で
、
生
活
習
慣
な
ど
に

よ
っ
て
、
働
き
が
強
ま
っ
た
り
弱

ま
っ
た
り
す
る
。

・
獲
得
免
疫
～
特
定
の
病
気
に
な
る

こ
と
で
、
後
天
的
に
得
ら
れ
る
免
疫

機
能
。
一
度
獲
得
す
る
と
同
じ
病
原

体
な
ど
が
体
内
に
侵
入
し
た
と
き
に

す
ぐ
に
反
応
す
る
。

◎
免
疫
を
強
く
す
る
た
め
に
は
 

　
生
活
改
善
が
必
要

毅
食
事
編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
日
三
食
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
と
る

☆
免
疫
力
を
上
げ
る
食
材

猿
免
疫
細
胞
を
作
る
食
材

タ
ン
パ
ク
質
の
多
い
食
材
（
大
豆

製
品
・
肉
・
魚
・
卵
な
ど
）

猿
免
疫
機
能
を
高
め
る
食
材

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ト

マ
ト
・
人
参
・
納
豆
・
な
ど

猿
体
を
温
め
る
食
材

生
姜
・
ニ
ン
ニ
ク
・
と
う
が
ら
し
・

こ
し
ょ
う
な
ど

☆
良
く
噛
む
と
免
疫
力
ア
ッ
プ

　
唾
液
に
は
抗
菌
作
用
が
あ
り
、
唾

液
の
分
泌
が
多
い
と
、
病
気
に
な
り

に
く
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
事
を
す
る
と
き
に
よ
く
噛
む
な
ど

唾
液
の
分
泌
を
心
が
け
る
と
よ
り
免

疫
力
が
上
が
り
ま
す
。

毅
自
律
神
経
編
　
　
　
　
　
　
　
　

　
活
動
的
な
と
き
に
働
く
交
感
神
経

と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
き
に

働
く
副
交
感
神
経
を
あ
わ
せ
て
自
律

神
経
と
呼
び
ま
す
。
自
律
神
経
の
働

き
が
偏
る
と
免
疫
力
の
低
下
を
招
き

ま
す
。

　
交
感
神
経
が
過
剰
に
な
る
と
便
秘

や
不
眠
と
な
り
ま
す
。

　
副
交
感
神
経
が
過
剰
に
な
る
と
偏

頭
痛
や
う
つ
病
な
ど
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
事
が
大
事
で
す
。

☆
自
律
神
経
を
整
え
る
コ
ツ

・
規
則
正
し
い
時
間
に
起
き
る
寝
る

　
夜
十
時
以
降
は
免
疫
細
胞
も
弱
ま

る
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
に
し
っ
か

り
休
み
、
朝
起
き
た
時
に
は
日
差
し

を
浴
び
る
よ
う
に
す
る
と
体
内
時
計

が
調
節
さ
れ
、
自
律
神
経
が
整
い
、

免
疫
力
も
上
が
り
ま
す
。

・
入
浴
や
軽
い
筋
ト
レ
で
体
温
を
上

げ
る

　
体
温
が
１
度
下
が
る
と
免
疫
力
が

　
％
下
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

３０入
浴
は
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
さ
ず
、
湯

船
に
入
っ
て
体
を
温
め
た
り
、
軽
い

筋
ト
レ
で
筋
力
を
付
け
た
り
す
る
こ

と
で
基
礎
代
謝
を
上
げ
て
、
体
温
を

下
げ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

☆
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う

　
強
す
ぎ
る
ス
ト
レ
ス
は
、
免
疫
力

を
低
下
さ
せ
ま
す
が
ス
ト
レ
ス
に
対

し
て
前
向
き
に
楽
し
い
気
持
ち
で
い

よ
う
と
す
る
と
免
疫
力
は
上
が
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
に

帰
自
分
を
褒
め
る
・
楽
し
い
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
す
る

帰
良
く
笑
う
・
笑
顔
を
作
る

帰
趣
味
を
持
つ
（
掃
除
や
散
歩
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
自
分
が
楽
し
め
る
も

の
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
）

帰
オ
ン
・
オ
フ
を
切
り
替
え
る

帰
他
人
の
目
を
気
に
し
な
い

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



右

　
国
民
年
金
は
、　

歳
以
上
で
あ
れ

２０

ば
、
学
生
も
加
入
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学

す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所

得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
期
間

は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額

す
る
た
め
に
も
、
後
か
ら
納
付
（
追

納
）
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
と
な

り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度

も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初

め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
制
度

の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
令

和
２
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
る
方
で
、
令
和
３
年
度
も
引

き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末

に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

令
和
３
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
令
和
３
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
納
付
書

を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
す
が
留
萌
年
金
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　
緯
０
１
６
４
儿
４
３
儿
７
２
１
２

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、　

歳
以
上
　
歳
未

２０

６０

満
の
方
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、　

歳
に
な
る
と
日

２０

本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◆
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で

２０

６０

の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た

め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ

ま
す
。

◆
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の

あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取

れ
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

◆
国
民
年
金
の
保
険
料

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及
び

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
カ
月
当
た

り
の
保
険
料
は
１
６
埀５
４
０
円
で

す
。（
令
和
２
年
度
）

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
に
加
え
て
、
毎

月
４
０
０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
年
金
額
を
多

く
受
け
取
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
付
加
年
金
）

◆
「
前
納
割
引
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前

納
）
す
る
と
、
割
引
が
適
用
さ
れ
る

の
で
お
ト
ク
で
す
。

◆
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
の
申
請
に
つ
い
て

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

　
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０

【所得の目安】

１１８万円

＋

 （扶養親族等の数

　　　　 ×３８万円）



宇

で
の
お
支
払
い

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融

機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、「
早
割
（
当
月
末
納
付
）」

や
「
前
納
」
で
納
め
る
と
、
保
険
料

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

■
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納

付
猶
予
制
度
」

◆
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

◆
「
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
　
歳
未
満
の
方
で
、

５０

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等

に
つ
い
て
は
役
場
住
民
課
健
康
福
祉

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
緯
０
１
６
４
儿
６
７
儿
２
２
１
１

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
留
萌
振
興
局
で
は
、
月
間
中
、
給

与
・
預
金
等
財
産
の
差
押
え
を
強
化

し
ま
す
。
自
動
車
税
種
別
割
な
ど
道

税
に
未
納
の
あ
る
方
は
早
急
に
御
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
税
種
別
割
な
ど
道
税
の
納

税
相
談
は
留
萌
振
興
局
税
務
課
納
税

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
８
４
１
８

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。

■
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登

録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転

登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と

き
（
抹
消
登
録
）

　
令
和
３
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割

納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
…

　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
に

ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住

所
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
緯
０
１
１
儿
７
４
６
儿
１
１
９
０

　
※
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

[
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

（
特
別
）

　
人
事
院
及
び
海
上
保
安
庁
は
、
海

上
保
安
学
校
の
２
０
２
１
年
　
月
期

１０

学
生
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

１
海
上
保
安
学
校
採
用
試
験
（
京
都

府
舞
鶴
市
）

（
１
）受
験
資
格

①
２
０
２
１
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
　１３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
２
０
２
１
年
９
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
２
０

２
１
年
４
月
１
日
に
お
い
て
当
該
課

程
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
　
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

１３

等
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

（
２
）受
験
申
込
受
付
期
間

帰
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
２
０
２
１
年
３
月
　
日（
金
）～

２６

　
４
月
２
日（
金
）【
受
信
有
効
】

帰
郵
送
・
持
参

　
２
０
２
１
年
３
月
　
日（
金
）～

２６

　
３
月
　
日（
月
）【
消
印
有
効
】

２９

（
３
）試
験
区
分
・
種
目（
第
１
次
試
験
）

帰
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

・
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

・
作
文
試
験

（
４
）試
験
日
及
び
試
験
地

帰
第
１
次
試
験

　
２
０
２
１
年
５
月
　
日（
日
）

１６

３
月
は
、
滞
納
整
理

強
化
月
間
で
す

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所

変
更
を
お
忘
れ
な
く

海
保
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ



烏

帰
試
験
地

札
幌
市
、
函
館
市
、
小
樽
市
、

旭
川
市
、
釧
路
市

※
人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
申

込
ア
ド
レ
ス

[
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２
試
験
の
問
い
合
わ
せ
先

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

（
小
樽
市
）　

　
緯
０
１
３
４
儿
２
７
儿
０
１
１
８

■
海
上
保
安
官
採
用
試
験

（
大
卒
程
度
）

　
人
事
院
及
び
海
上
保
安
庁
は
、
海

上
保
安
官
大
卒
程
度
の
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

１
海
上
保
安
官
採
用
試
験
（
広
島
県

呉
市
の
海
上
保
安
大
学
校
に
て
２
年

間
の
研
修
後
配
属
）

（
１
）受
験
資
格

　
１
９
９
１
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
。
以
下
同
じ
）
を
卒
業
し
た
者
及

び
２
０
２
２
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
並
び
に
人
事

院
が
こ
れ
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

（
２
）受
験
申
込
受
付
期
間

帰
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
２
０
２
１
年
３
月
　
日（
金
）～

２６

　
４
月
７
日（
水
）【
受
信
有
効
】

帰
郵
送
・
持
参

　
２
０
２
１
年
３
月
　
日（
金
）～

２６

　
３
月
　
日（
月
）【
消
印
有
効
】

２９

（
３
）試
験
種
目（
第
１
次
試
験
）

・
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

・
課
題
論
文
試
験

（
４
）試
験
日
及
び
試
験
地

帰
第
１
次
試
験

　
２
０
２
１
年
６
月
６
日（
日
）

帰
試
験
地

　
札
幌
市

※
人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
申

込
ア
ド
レ
ス

[
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２
試
験
の
問
い
合
わ
せ
先

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

（
小
樽
市
）

　
緯
０
１
３
４
儿
２
７
儿
０
１
１
８

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
自
衛
官
と
し
て
の
経
験
が
な
く
て

も
予
備
自
衛
官
に
な
れ
る
予
備
自
衛

官
補
募
集
中

●
予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
公
募
で

採
用
さ
れ
た
方
は
３
年
以
内
に
　
日
５０

間
の
、
技
能
公
募
で
採
用
さ
れ
た
方

は
２
年
以
内
に
　
日
間
の
教
育
訓
練

１０

を
受
け
、
教
育
訓
練
終
了
後
予
備
自

衛
官
に
な
り
ま
す
。

煙
応
募
資
格

○
一
般
公
募
：
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

３４

の
者

○
技
能
公
募
：
　
歳
以
上
で
あ
っ
て

１８

次
の
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
者

衛
生
・
語
学
・
整
備
・
情
報
処
理
・

通
信
・
電
気
・
建
設
・
放
射
線
管
理
（
細

部
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

煙
締
め
切
り

第
１
回
：
令
和
３
年
４
月
９
日
（
金
）

第
２
回
：
令
和
３
年
９
月
　
日
（
金
）

１７

煙
試
験
期
日

第
１
回
：
令
和
３
年
４
月
　
日
（
土
）

１７

～
　
日（
水
）

２１
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。）

第
２
回
：
令
和
３
年
　
月
２
日
（
土
）

１０

～
５
日（
火
）

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。）

煙
試
験
種
目

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査

煙
問
い
合
わ
せ
先

○
各
市
町
村
自
衛
官
募
集
担
当
者

○
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
留
萌

地
域
事
務
所

　
緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
４
６
５
０

煙
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

～
８
３
埀４
２
４
錫
ケ
タ
違
い
の
 

フ
ィ
ー
ル
ド
を
守
る
～

令
和
３
年
度
（
第
１
回
）
北
海
道
警

察
官
採
用
試
験

焔
警
察
官
と
い
う
仕
事
に
は
た
く
さ

ん
の
任
務
と
役
割
が
あ
り
ま
す
。

交
番
勤
務
や
犯
罪
捜
査
、
防
犯
活

動
、
交
通
取
締
、
災
害
救
助
な
ど
。

一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
が
、
そ

の
役
割
を
果
た
す
力
と
な
り
ま
す
。

焔
悪
は
許
せ
な
い
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
た
い
、
北
海
道
の
た
め
に

働
き
た
い
、
そ
ん
な
熱
い
思
い
を

持
っ
て
い
る
方
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

令
和
３
年
度
 
予
備
自
衛
官
補

試
験
の
お
知
ら
せ

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
海
道
警
察
官
募
集
中



○
試
験
概
要

　
採
用
予
定
人
員
　
２
２
０
名
程
度

　
男
性
Ａ
区
分
　
　
１
２
５
名
程
度

　
男
性
Ｂ
区
分
　
　
　
名
程
度

４０

　
女
性
Ａ
区
分
　
　
　
名
程
度

４０

　
女
性
Ｂ
区
分
　
　
　
名
程
度

１５

受
付
期
間

　
３
月
１
日（
月
）～
４
月
２
日（
金
）

　
午
後
５
時
　
分
ま
で

３０

　
第
一
次
試
験
日
　
５
月
９
日
（
日
）

　
第
二
次
試
験
日
　
６
月
中
旬
～

　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
下
旬

○
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
採
用
試
験
の
詳
細
は
、
羽
幌
警
察

署
へ
の
問
い
合
わ
せ
の
ほ
か
、
北
海

道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
案
内
は
北
海
道
警
察
採
用
セ
ン

タ

ー

の

Ｓ
Ｎ
Ｓ

In
sta
g
ra
m

（
  
   
 
  
 
、

L
IN
E
T
w
itte
r
Y
o
u
T
u
b
e

 
  
 
、 
 
    
 、 
 
 
 
 
 
 
）
で

発
信
し
て
い
ま
す
。

羽

気象台ひと口メモ　～なだれについて～
　３月は、日差しも強く積雪も融け始め、春の温もりが次第に感じ

られる季節となります。この時期に気を付けたい災害のひとつに

「なだれ」があります。なだれは、積雪の多い１～２月だけでなく

３～５月にかけても発生します。

　なだれには「表層なだれ」と「全層なだれ」があり、それぞれ発生

条件が異なります。

　表層なだれは、古い積雪面上に降り積もった新雪の層が滑り落ちる現象で、気温が低く降雪が

続く１～２月の厳冬期に多く発生します。全層なだれは、気温の上昇等により融けた水で滑りや

すくなった地表面上を積雪層全体が滑り落ちる現象で、３～４月の融雪期に多く発生します。

　気象台では、なだれが発生しやすい気象条件が予想された時は「なだれ注意報」を発表し

て注意を呼びかけています。上川・留萌地方のなだれ注意報は、①表層なだれを想定して「２４

時間降雪の深さ３０㎝ 以上」を予想した場合、②全層なだれを想定して「積雪の深さ５０㎝ 以

上で、日平均気温５℃以上」を予想した場合に発表します。

　なだれが発生しやすい状況の時には、雪の多い地域に住まわれている方や登山やスキーな

どで多雪地域を訪れる方は、急な斜面や雪面に亀裂があるなど危険な場所には近づかないよ

うにしましょう。また、市街地では屋根からの落雪のおそれもあり注意が必要です。

　最新の気象情報を上手に利用し、なだれや落雪などの事故にあわないようにしましょう。

　※問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：0166－32－7102）

　※旭川地方気象台ホームページアドレス　https://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

サイ バーセキュ リテ ィ 月間（～３月１８日まで）
～サイバー空間の脅威に対する社会全体の対処能力の強化～

北海道警察　サイバーセキュリティひろば 検索
駒



迂

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。

※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました。

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

ひとのうごき

～令和３年２月末～

人口と世帯数
人口 １,１１９人
　　　（△４人）
 男 ５３２人
 女 ５８７人
 世帯数 　５３１世帯 
　　　（△２世帯）

（　） は前月比

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

お 誕 生

２／１５　石　川　 彩 　 心 （明　里）
いろ は

（父：洸太　母：ひとみ）

おくやみ

２／７　本　田　ミヤ子

　　　　　　　　　８３歳（初山別）

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和３年４月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（２日・１６日完全予約制）

〇

（第４水曜日２８日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２８日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２２日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（５日）〇

整形専門外来予約制 予約制穴口医師（日程未定）〇

予約制八島医師（８日・１４日・２８日）〇〇

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（２日・１６日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１３日・２７日）〇

整形専門外来予約制
完全予約制八島医師（２２日）〇

完全予約制穴口医師（日程未定）〇

完全予約制覺田医師（９日・２３日）〇

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（６日・１３日・２０日・２７日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師　＊変更となる場合もあります。
（６日・７日・１３日・２０日・２１日・２７日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（７日・２１日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（２日・９日・１６日・２３日・３０日）〇皮膚科（毎週金曜日）



　初山別村民憲章　　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。 雨

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されて

いる行事などにつきまして、中止や延期、規模縮小な

どの措置をとることがありますのでご了承願います。
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● 今月の主な行事予定 ●
（３／１１～４／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（３月号）１１昭

３

月

１２晶

初山別中学校　第７４回卒業証書授与式１３松

１４掌

１５捷

１６昇

１７昌

予防接種１８昭

破砕ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）
初山別小学校　第１２４回卒業証書授与式

１９晶

２０松

２１掌

２２捷

２３昇

ほしっこくらぶ会場開放日２４昌

２５昭

粗大ごみ
広報配布（お知らせ版）
ふじみ保育所　卒園式

２６晶

２７松

２８掌

２９捷

３０昇

３１昌

１昭

４

月

２晶

３松

４掌

ふじみ保育所　入園式５捷

初山別小学校　入学式
初山別中学校　入学式

６昇

７昌

８昭

９晶

１０松

広報しょさんべつ配布（４月号）１１掌

●２月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

ふじみ保育所　豆まき会２昇

予防接種
初山別小学校　新１年生一日入学
減塩教室

４昭

乳幼児健診
食生活改善グループ例会

１０昌

村民スキー大会１３松

予防接種１８昭

議会全員協議会２２捷

２月のほしっこくらぶは、

悪天候のため開催を中止しました。

３月の「ほしっこくらぶ」は、

３日、２４日開催予定です。

　初山別中学校では、例年、生徒会が主催

して行っている除雪ボランティアを実施し

ました。昨年は、降雪が少なく実施できな

かったため、経験者は、３年生の２名のみ

という体制の中、当日は小雨交じりの天候

でしたが、２件の住宅の軒下を中心に除雪

しました。今年は昨年の数倍の降雪があり、

軒下の雪の除雪は大変な作業に思われまし

たが，生徒達は，力を合わせた時の人間の

強さを実感したとともに、住人の方からの

感謝の言葉からボランティアの意義を実感

しました。今年度の生徒会は地域へ広げる

活動を展開してきました。生徒達は、初山

別中学校の新たな伝統を築くことができま

した。（２月１５日）

初山別中学校除雪ボランティア


